
西南学院中学校・高等学校

　IoT、 AI 、ビッグデータ等の活用が必須となる新しい時代“Society5.0”を迎えようとして

いる今、教育現場においても、多様な価値観に対応できる人間の育成が求められています。

　“Society5 .0”の中心を担うAIの“I＝Inte l l igence”は、“inter”（物と物との間）と

“legere”（読む）という二語が合成された単語です。つまり“Intell igence”＝「知性」とは

「間を読む」という意味になり、本来、目に見える事象の背後に秘められている目に見えないも

のを見抜く人間の知性を意味します。

　“Seinan, Be True to Christ”（西南よ、キリストに忠実なれ）という西南学院の建学の精

神は、実に普遍的な意味を持ち、いつの時代にも柔軟に適応できる力を与えてくれます。

　本校では、この建学の精神を守るべく、英単語のLで始まる4つの教育目標、すなわち、Life

（生命）、Love（聖愛）、Light（光明）、Liberty（自由）を掲げています。

　これら４つの目標に向けて、目に見えないものを読み取る力、想像する力、思いやる力へと

方向づけられる学びこそ本当の学びであると思います。本校の生徒にはそのような真の知性

を身につけた人間へと育って欲しいと願っています。

ビジョン

● 聖書・キリスト教に対する関心・理解の深まりに向けた方策の検討・実施

● オンライン英会話、多読などを取入れた本校英語教育の検証と改善

● 西南学院大学との連携の更なる強化

● 大学入試制度の多様化を踏まえた進路指導・キャリア教育の検討

● 既存の海外研修制度の維持及び更なる海外交流制度の拡大

● 教職員の業務負担の軽減（課外活動の見直し、勤務時間の管理、ICT化による業務効率化、授業形態の再考）

● 教職員がさらに教育活動に専念できる労働条件や職場環境の構築

● 危機管理体制（災害対応・施設強化を含む）の強化

● 校舎外壁部分の修繕計画の策定と実施

● 校内諸施設改善や利用の方法、発展性などの検討

● 校務システム（学事システム）の再構築に向けた検討

● 校内ICT環境の更新計画の策定と実施

● 中高それぞれの同窓会との協力関係の継続と強化

アクションプラン

“Beyond the Visible”（目に見えるものを越えて）

― 目に見えないものを読み取る真の知性を身につけた人間の育成をめざして ―

アクションプラン

● 第15次財政計画の適切な執行と差異分析
● 適正な資産配分（支出項目の見直し）

1. 教育・研究活動を支える財政基盤の確立重点戦略

アクションプラン

● 新西南会館の建設
● CGDの見直し

2. キャンパスグランドデザイン（CGD）の着実な実施重点戦略

経営基盤（財務）

領域ビジョン

教育研究活動の遂行を安定して支えるための
財政基盤の強化

　西南学院大学は、安定的かつ持続可能な財政基盤を確立・維持、強化することにより、さら
に充実した教育研究環境を提供します。加えて、収入の多様化を図るため外部資金獲得に中
長期的な視点で取り組みます。
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